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ソリトンと名古屋大学、自動運転を遠隔から簡易な操作で走行支援できる遠隔型自動運転 

「遠隔アシスト」を開発 
～日本初の公道実証、自動運転では対応困難な走行を遠隔からのボタン操作で運行継続～ 

 

株式会社ソリトンシステムズ（代表取締役社長：鎌田理、以下「ソリトン」）と、国立大学法人東海国

立大学機構 名古屋大学未来社会創造機構（機構長：佐宗章弘、以下「名古屋大学」）及び同大学発

ベンチャー、株式会社エクセイド（代表取締役社長：伊藤勝規、以下「エクセイド」）は協同で、自動運

転の走行を、遠隔の監視・操作者がボタン操作等の簡易な操作によっても補完、支援できる新しい

遠隔型自動運転システム（注1）を開発しました（以下、この簡易な操作による遠隔からの自動走行支援

の仕組みを、「遠隔アシスト」と記述します）。 

これにより、自動運転での対応が難しい例えば生活道路での路上駐車車両の迂回など、多様な

対処が必要となる特徴的な走行ケースに対して、運行の継続が容易になります。 

 

遠隔アシストを用いた日本初となる実証実験は、愛知県春日井市高蔵寺ニュータウンの公道で 12

月 17日から開始します。これは、住宅街における自動運転サービスの高度化に関する研究開発「知

の拠点あいち重点研究プロジェクト D9」の一環で実施するものです。 

自動運転システム「ADENU」（注２）搭載の電動カート車の自動走行を、豊田市内に設置した遠隔セン

ターから、遠隔監視・操作者が遠隔アシストを組み込んだ遠隔型自動運転システムにより支援します。 

 

現在、全国各地でドライバーの無人化を目指して公道での自動運転の実証実験が行われていま

すが、緊急時、あるいは自動運転システムでの対応が困難な走行局面に備えて、ドライバーが運転

席に乗車することが必要です（自動運転レベル２）。 

特に後者の場合には、同乗ドライバーの操作の代わりに遠隔に存する監視・操作者が自動運転

車を制御する遠隔型自動運転システムの利用が事業効率化の観点から有効ですが、これまでの遠

隔システムでは、その多くがあらゆる走行ユースケースへの対処を指向したいわゆる遠隔運転方式

であったため、自動運転車が実際に当該ケースに遭遇したとき、対応の即応性を欠くという課題があ

りました。 

 

このため、遠隔アシストでは、自動運転システムと遠隔システム間の情報連携を含む連結性を高

め、上述した走行局面での即応性を確保するとともに、下記のように、運転操作は遠隔監視・操作者

の監視のもと、自動運転システムを一部活用することで、遠隔監視・操作者による操作を大幅に簡易

化します。 

具体的には、運行中の自動運転車がシステム対応できず自ら支援を要求した場合、遠隔の監視・
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操作者は、車両からの遠隔監視情報と自動運転情報に基づき車両状態を認知して対応を判断、速

やかにボタン操作でその判断内容を車両に伝えます。自動運転車では車両のセンサー情報と本ア

シスト情報の両面から、自らの自律制御判断により運行方法を決定、車両を動作させます。 

 

遠隔アシストの導入により、現在の自動運転実証実験（レベル２）段階における同乗ドライバーの

負担は大きく軽減されます。 

加えて、今後のドライバー無人運行（レベル 4）車両においても、その自動運転システムの機能が

対応できない局面で、都度、車両に人員が駆け付けて運転操作を行う必要はなく、遠隔からのアシ

スト操作による走行の継続が期待されることから、事業性の向上に大きく寄与するものと考えられま

す。 

このように、遠隔アシストに対する自動運転運営事業者のニーズはとりわけ高いものと想定され、

ソリトン及びエクセイド両社は協力して、全国の事業者に対する遠隔型自動運転（遠隔アシスト）シス

テムの展開を推進して行きます。 

以下、図 1～3 に、遠隔アシストの構成と操作の模様を示します。 

 

 
図 1. 遠隔型自動運転（遠隔アシスト）システム 

（遠隔アシストは遠隔型自動運転システムの一部を構成） 
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図 2. 遠隔アシスト用操作ボタン（左ボタン 4 個） 

   及びセンターにおける操作模様 

 

 

 

図 3. 路上駐車車両迂回追い越し可能経路の遠隔アシスト判定画面 

 

（注１）遠隔型自動運転システム：自動運転技術を用いて自動車を自律的に走行させるシステムで、遠

隔に存する監視・操作者が電気通信技術を利用して当該自動車の運転操作を行うことのできる

もの（警察庁：令和 6 年 9 月）。 

今回実証の遠隔アシストは遠隔型自動運転システムの付加システムとしての位置付けであり、

実証実験では従来型の全走行ユースケース対応タイプの遠隔型自動運転システムが、全体シ

ステムのベースとして設置される。 

（注２）ADENU（Autonomous Drive Enabler by Nagoya University）：名古屋大学が開発し、エク

セイドが提供する自動運転車用のソフトウェアパッケージ 
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【 株式会社ソリトンシステムズについて 】  

設立以来、ソリトンシステムズは IT・エレクトロニクス業界にあって、常に新しい技術トレンドを見据

え、いくつもの「日本で初めて」を実現してきました。近年は、認証を中心とした IT セキュリティからサ

イバー対策まで、また、携帯電話回線 4G､5G や Wi-Fi を利用した高精細の映像伝送システム、遠隔

運転、遠隔操作などに取り組んでいます。国産メーカーとして、オリジナルの「もの創り」、「独創」にこ

だわった製品とサービスを提供しています。 

 

設立：1979 年、売上 190 億円（2023 年 12 月期・連結）、東証プライム 

HP：https://www.soliton.co.jp/ 

 

【 遠隔監視システムに関するお問い合わせ先 】 

遠隔運転タスクフォース 

Tel: 03-5360-3881 remote-proj@list.soliton.co.jp 

 

【 このリリースに関するマスコミからのお問い合せ先 】 

株式会社ソリトンシステムズ 広報 

Tel: 03-5360-3814 press@soliton.co.jp 

 

 

【 国立大学法人東海国立大学機構 名古屋大学未来社会創造機構 】 

イノベーションに関わる研究開発及び人材育成の拠点として、最先端の産学連携プロジェクトを強

力に支援し推進するため、2014 年に設立された名古屋大学における専任教員・職員からなる組織。 

産学官連携によるアンダーワンルーフのコンセプトに基づき、緊密な共同研究・開発を推進すること

としている。 

 

 

【 株式会社エクセイド 】  

名古屋大学が研究開発した自動運転システム「ADENU（Autonomous Drive Enabler by Nagoya 

University）」パッケージソフトの全国的な提供、販売を通じて，モビリティサービスの共創に役立つこ

とを目指す名古屋大学発ベンチャー（2021年設立）。グリーンスローモビリティを自動運転化して各地

の実証実験に参加。路車協調システムや遠隔監視システムと連携した実証実験やパーソナルモビリ

ティの自動運転化の研究開発も行っている。 
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